




赤岡町商店街のメイン通り、本町一区には、レンガ塀が目に
も鮮やかな、ひときわ目立つ大きな古民家があります。ここ
は初代赤岡村長となった小松与右衛門が建てた邸宅で、造り
酒屋やレンガの製造・販売が行われていました。
町と共に歴史を刻んできた民家の一つをご紹介しましょう。



    天地に轟く鳴る雷の如く

　お姿は見ずとも定めて音にも聞きつらん、

 是こそ朝日将軍義仲公の御公達駒若君。
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